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◆福岡県救急医療情報センター　☎092･471･0099
　宗像地区急患センターの診療科目以外で受診を希望される場合は、こちらへお電話ください。２４時間体制で
診療可能な医療機関を紹介しています。

　同コンクールに多数御応募いただきありがとうございました。入賞作品を海の道むなかた館に展示していま
すので、ぜひ御覧ください。
◆場　所　海の道むなかた館（宗像市深田588番地）　◆期　間　11月4日（水）～ 11月29日（日）
◆問い合わせ　宗像地区事務組合総務課総務係　☎62・0031［HP］  http://www.munakatajimu.or.jp/

絵画コンクール入賞作品を展示しています「わたしたちの          」

平成26年度 宗像地区事務組合決算概要

　事務組合では、平成２８年度に宗像地域と筑後川流域市町村の子どもたちの交流事業（かっぱリング事業）の実施
を担う団体を募集します。事業者には事業負担金を交付します。詳しくは、ホームページを御覧いただくか、宗像地区
事務組合までおたずねください。
◆問い合わせ　宗像地区事務組合総務課総務係　☎62・0031

［HP］  http://www.munakatajimu.or.jp/

事業者募集！かっぱリング事業かっぱリング事業

　同センターは、平日夜間や休日、お盆や年末年始に、内科と小児科に限って応急処置を行う診療所です。翌
日はかかりつけの医師などの診療を受けてください。
※受診の際は、必ず健康保険証、各種医療証を御持参ください。
問い合わせ　宗像地区急患センター　☎36・1199

　小児救急電話相談では、休日や夜間の子どもの急病にどう対処したらよいのか、病院の診療を受けた方がよ
いのか迷ったときに、小児科医や看護師が助言を行っています。

休日や夜間の子どもの急病に困ったときは…

全国同一短縮ダイヤル　　　　　　　（ダイヤル回線の場合は☎092・661・0771）
小児救急電話相談

●平日19：00 ～翌朝7：00　●土曜12：00 ～翌朝7：00　●日祝日7：00 ～翌朝7：00

宗像地区急患センターからのお願い宗像地区急患センターからのお願い

〔表2〕◆平成26年度 宗像地区事務組合急患センター事業特別会計決算
歳 入
歳 出

3億1,109万6千円（前年度比 99.2％）
2億6,712万6千円（前年度比108.2％）

〔表3〕◆平成26年度 宗像地区事務組合大島簡易水道事業特別会計決算
歳 入
歳 出

4億5,699万5千円（前年度比763.4％）
4億5,695万3千円（前年度比766.1％）

〔表4〕◆平成26年度 宗像地区事務組合本木簡易水道事業特別会計決算
歳 入
歳 出

1,758万9千円（前年度比308.8％）
1,758万2千円（前年度比308.8％）

資本的収支（水道施設を整備・拡充するための収支）
資本的収入
資本的支出

9億3,049万5千円（前年度比84.1%）
20億8,991万7千円（前年度比79.4%）

〔表5〕◆平成26年度 宗像地区事務組合水道事業会計決算
収益的収支（御家庭まで給水するための収支）

収益的収入 33億599万9千円（前年度比114.8%）
26億5,132万5千円（前年度比107.2%）収益的支出

〔表1〕◆平成26年度 宗像地区事務組合一般会計決算

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
繰 越 金
諸 収 入
組 合 債

1,428,636千円
3,059千円

821千円
34,968千円
4,394千円

410,600千円
　

2,140千円
28,021千円

148,718千円
1,627,088千円

44,446千円

議 会 費
総 務 費
衛 生 費
消 防 費
公 債 費

歳 入　18億8,247万8千円（前年度比133.2％）

歳 出　18億5,041万3千円（前年度比134.3％）　

　宗像地区事務組合の会計は、基本的な経費を計上する「一般会計」と、急患センター事業、簡易水道事業にかかる
経費を計上する「特別会計」に分かれます。また、公営企業会計として「水道事業会計」があります。

　一般会計の主な事業は、消防救急無線デジタル化整備事業（381,278千円）です。〔表1〕
　急患センター事業特別会計では、院外処方の実施に向けた歩道等の整備工事（5,940千円）を実施したことなどから、
歳出が増加しました。〔表2〕
　大島簡易水道事業特別会計は、国庫補助事業を活用した浄水場更新事業などを進めました。主な歳出は工事請負費

（421,456千円）、実施設計等委託料（5,420千円）ですが、施設更新事業の関係で、前年度と比べて歳入歳出ともに
大幅な増加となりました。〔表3〕
　本木簡易水道事業特別会計は、配水管布設替工事の実施に伴う工事請負費（12,337千円）の増加によって、前年度
と比べて歳入歳出ともに増加しました。〔表4〕
　水道事業会計は、引き続き国庫補助事業を活用して施設整備事業を進めました。一般改良事業として、老朽化した配
水管布設替などの工事（988,549千円）、拡張事業として、新たな配水管布設などの工事（769,350千円）を施工し、
水の安定供給に努めました。資本的収支の不足額には、損益勘定留保資金などの補てん財源を充てました。〔表5〕

平成26年度決算の特徴

～福岡都市圏「水」キャンペーン～

「ふれあい広場ふくま」
福津市小田達也副市長

「道の駅むなかた」
宗像市久芳昭文副市長

　8月3日、筑後川から水の供給を受けている福
岡都市圏で一斉に街頭キャンペーンが行われま
した。宗像・福津市内でも水道水が貴重な資源
であることや、その有効利用を呼び掛けました。

勝浦小学校・姫治小学校 かっぱリングin姫治勝浦小学校・姫治小学校 かっぱリングin姫治
を開催しました

　7月28日、うきは市立姫治小学校にて「勝浦小学校・姫治小学校　かっ
ぱリングin姫治」を開催しました。筑後川水系の姫治川が校舎の横を流れ
る姫治小学校（うきは市）と海が近い勝浦小学校（福津市）の児童が森林
セラピーや川遊びを体験し、清らかな水とそれを育む森の大切さを学び交
流しました。

水を大切に水を大切に
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